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PRESS RELEASE  2026/3/12      
 

コラーゲンの質量分析による遺跡出⼟ワニ類の同定に成功 
〜ワニ類を対象とした初報告〜 

 
ポイント 

・⾻中コラーゲンの質量分析による東アジアに⽣息する現⽣ワニ 3 種の識別基準を作成。 
・中国・新⽯器時代の⽥螺⼭

で ん ら さ ん
遺跡から出⼟した⾻をヨウスコウワニと特定。 

・コラーゲンの質量分析によるワニ類の同定の有⽤性を明⽰。 
 
概要 

北海道⼤学⼤学院理学院博⼠後期課程の⽥中望⽻⽒と北海道⼤学総合博物館の江⽥真毅教授、⼩林
快次教授らの研究グループは、⾻中コラーゲンの質量分析による動物⾻同定の⼿法（ZooMS）をワニ
類に初めて適⽤し、形態からの識別が困難な遺跡から出⼟したワニ類の⾻をヨウスコウワニと特定す
ることに成功しました。 

本研究では、まず東アジアに⽣息するワニ 3 種（ヨウスコウワニ・イリエワニ・マレーガビアル）
を対象に⾻中コラーゲンの質量分析を⾏いました。その結果、各種に特徴的なペプチドピークを⾒出
し、3 種の識別基準の作成に成功しました。次に、この基準を中国浙江省の⻑江デルタ地域に位置す
る⽥螺⼭

で ん ら さ ん
遺跡（約 7,000〜5,500 年前）から出⼟したワニ類の⾻ 8 点に適⽤し、これらの⾻がヨウス

コウワニに由来することを明らかにしました。現在、⽥螺⼭遺跡周辺の⻑江下流域にワニ類は⽣息し
ていません。⼀⽅で過去には気温がより温暖な時期があったため、かつてはこの地域にヨウスコウワ
ニのほか、イリエワニ、絶滅種 Hanyusuchus sinensis（マレーガビアルとインドガビアルに近縁と
され、約 3,000 年前に⽣息が確認されている）といった 3 種のワニ類がいた可能性がありました。 

本研究は、ワニ類でも⾻中コラーゲンの質量分析で種を特定できることを⽰した点で重要です。今
後、本研究で明らかになった識別基準を⽤いて遺跡から出⼟したワニ類の⾻の種が特定されること
で、東アジアにおけるワニ類の⽣息域と古代中国における⽂化的利⽤がより詳細に明らかになると期
待されます。 

なお、本研究成果は、2026 年 2 ⽉ 19 ⽇（⽊）公開の Journal of Archaeological Science: Reports
（考古学の専⾨誌）にオンライン掲載されました。 

  

ヨウスコウワニ 
（札幌市円⼭動物園にて撮影） 
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【背景】 
 ワニ類は半⽔⽣の捕⾷性動物であり、熱帯から亜熱帯にかけて 30 種の現⽣種が存在します。中国で
は、浙江省⻑江下流域の⽥螺⼭遺跡（約 7,000〜5,500 年前）などからワニ類の⾻が出⼟することが知ら
れています。しかし、頭⾻を除きワニ類の⾻の形態的な違いは⼩さいため、遺跡から出⼟するような断
⽚的な⾻で種を特定することは困難でした。 

現在、⽥螺⼭遺跡周辺の⻑江下流域にワニ類は⽣息していません。しかし、⽥螺⼭遺跡が営まれた約
7,000〜5,500 年前は、ヒプシサーマル期と呼ばれる完新世の最温暖期を含む時期にあたり、現在より温
暖な環境でした。そのため、以下の 3 種のワニ類の分布域に含まれていた可能性があります。 
 ヨウスコウワニ：⼈為的影響により現在は中国安徽省のごく⼀部のみに⽣息していますが、1920

年代には⻑江流域のより広い範囲に⽣息していたことが分かっています。新⽯器時代（9,000〜
3,900 年前）や⻘銅器時代（3,800〜3,000 年前）には、より北⽅の⻩河流域でも⽣息域が広がっ
ており、祭祀儀礼に⽤いられていました。 

 イリエワニ：かつて広東省と海南省に⽣息していたことが知られていますが、より北⽅の浙江省
下流域まで分布していた可能性があります。 

 Hanyusuchus sinensis（絶滅種）：⻘銅器時代（3,300〜2,900 年前）の中国南部・広東省の遺
跡から発⾒されています。マレーガビアルやインドガビアルに近縁と考えられています。 

そこで本研究では、⾻中コラーゲンの質量分析によって東アジアに⽣息する現⽣ワニ 3 種（ヨウスコ
ウワニ、マレーガビアル、イリエワニ）の識別基準を作成し、この基準に基づいて⽥螺⼭遺跡から出⼟
したワニ類の⾻の種の特定を試みました。 

 
【研究⼿法】 

ヨウスコウワニ、イリエワニ、マレーガビアルの現⽣⾻標本各種 2-3 個体からサンプルを取得し、コ
ラーゲンの質量分析を⾏いました。約 1 ㎎の⾻粉を採取し、コラーゲンを抽出・酵素（トリプシン）処
理をし、⾶⾏時間型質量分析計（TOF-MS）で質量スペクトラムデータを測定しました。また液体クロ
マトグラフ質量分析計（LC-MS/MS）でペプチド断⽚のアミノ酸配列を決定しました（図 1）。得られた
結果を⽐較し、各種の特定に有効となる特徴的なペプチド断⽚（バイオマーカー）の検出を試みました。 

また、⽥螺⼭遺跡から出⼟した下顎⾻ 3 点と鱗板⾻（背中の⾻）5 点（図 2、3）から⾻粉を採取して
同様に分析し、バイオマーカーの有無を確認しました。 
 
【研究成果】 
 現⽣⾻標本の分析の結果、ヨウスコウワニ、イリエワニ、マレーガビアルの各種に特異的なバイオマ
ーカーが確認されました。とくにヨウスコウワニで最も多くのバイオマーカーが確認され（図 4）、バイ
オマーカーから 3 種の現⽣ワニ類の識別が可能であることが⽰されました。 

⽥螺⼭遺跡出⼟資料の分析では、確認されたバイオマーカーは現⽣ヨウスコウワニのものと⼀致しま
した。このことから、⻑江下流域の⽥螺⼭遺跡で約 7,000〜5,500 年前にヨウスコウワニが利⽤されて
いたことが明らかになりました。 
 
【今後への期待】 

本研究は、⾻中コラーゲンの質量分析による種の特定がワニ類でも可能であることを初めて明⽰した
ものです。本研究は過去の遺跡資料を⽤いて古代中国におけるワニの多様性と⽂化的活⽤を再評価する
基礎となると期待されます。今後、東アジア以外の遺跡から出⼟した⾻や化⽯に応⽤するためには、よ
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り広範な現⽣種の網羅的なデータ取得が必要です。 
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【参考図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. ⼿法の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. ⽥螺⼭遺跡のアリゲーターの⼀種の下顎⾻（代表として T1）  
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図 3. ⽥螺⼭遺跡からみつかったワニ類の鱗板⾻ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4. 現⽣種ワニ 3 種の TOF-MS の結果；マークしたものは各バイオマーカー 


